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１ 検討課題の抽出 

新たな地域づくり方策の検討課題の抽出について

は、各委員にアンケート形式で行い、次のように「優

先的に検討する課題」と「その他の課題」に分類し

検討を進めた。 

■優先的に検討する課題 

分 類 課 題 の 内 容 

名称等に関す

ること 

 地区の名称の決め方等 

 公園緑地の名称・愛称の決め方等 

 町内会等の組織体制 

公園・緑地・

集会所の管理

等に関するこ

と 

 公園・緑地・フットパスに関する具体

的な管理方法、体制等 

 いぐね緑地に関する具体的な管理方

法、体制等 

 地区内の住民が一緒になって行うもの

（花壇、薬草園の植樹等）の内容 

 集会所、トイレ等の管理（清掃、鍵等）

体制等 

 集会所の使い方 

安心安全に関

すること 

 避難のルール等について 

シンボルに関

すること 

 各地区のシンボル（樹木、モニュメン

ト等）の内容、設置場所等 

 地区全体のシンボルの内容、設置場所

等 

■その他の課題 

分 類 課 題 の 内 容  

地区内施設等

に関すること 

 各地区の生垣の樹種 

 ごみ置場の設置場所 

 健幸地区を目指した地区内施設、設備

の内容 

 バス停留所の設置場所 

地区内交流に

関すること 

 農業との具体的な連携方法、連携内容等 

 まつり、イベント、復興祭等地区行事

に関すること 

 地元団体等の具体的な活用方策 

 町全体で進めていくまちづくりの明確

な目標など 

地区外交流施

設（情報発信）

に関すること 

 まちの「うんちく」づくり 

 地区外の人々との具体的な連携方策の

内容 

 玉浦西から情報発信する具体的な内容

（公的情報/その他の情報） 

 地区内商店街との連携 

安心安全に関

すること 

 高齢者や子どもの見守り隊などについ

て 

生垣の管理に

関すること 

 生垣の具体的な管理方法、体制等 

道路の管理に

関すること 

 街路樹の管理（落ち葉の清掃等）体制

等 

まちづくりの

ルールに関す

ること 

 地区計画の周知・運営 

 その他のルールの内容に関する検討 

公園の利用方

法（ルール）

に関すること 

 公園の利用方法（ルール） 

 

２ 優先的に検討する課題 

⑴地区の名称に関する検討 

地区の名称については、以下の方法により選定を

行った。 

 

 

 

 

全国公募は、平成２５年７月１９日（金）から

８月１９日（月）の間で行い１５２通（応募者：

１１６人）の応募があり、委員による投票で下記

５案を最終候補として選出した。 

候補番号 候 補 名 称 読 み 

１ 希望の杜 きぼうのもり 

２ 玉浦西 たまうらにし 

３ 貞山西 ていざんにし 

４ 希が浦 のぞみがうら 

５ 穂波野 ほなみの 

候補５案に関して、玉浦西地区に移転する方８

８０名（中学生以上）による投票の結果、町名は

以下のように「玉浦西」に決定した。 

■投票率（約６８．３％） 

順位 名 称 得票数 得票割合 

１ 玉浦西 ２３６票 39.3% 

２ 希望の杜 １４９票 24.8% 

３ 希が浦 １１８票 19.6% 

４ 穂波野 ６９票 11.5% 

５ 貞山西 ２３票 3.8% 

白票、無効票 ６票 1.0% 

合 計 ６０１票 100% 

 

⑵公園の名称や町内会等の組織体制に関すること 

①公園の名称について 

公園の名称については、各公園別に以下の方法

により決定する。 

 

②町内会等の組織体制 

町内会の組織については、「相野釜」、「二野倉・

全国公募 

委員による最終候補の絞り込み 

玉浦西地区にお住まいになる方 
による投票（中学生以上） 

名称の選定 

東公園  ：玉浦小学校に依頼する。 

西公園  ：玉浦中学校に依頼する。 

中公園  ：防災機能があることをわかりやすくする

ため、入居後早い段階で地区全体と市と

の間で協議・決定する。 

調整池公園：地区の名称やシンボルを踏まえて、入居

後早い段階で地区全体と市との間で協

議・決定する。 
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藤曽根」、「長谷釜」、「蒲崎・新浜」の４組織とす

る。なお、地区全体の組織については、各地区代

表者が集まり話し合いの場を持つ連合体形式（代

表者連絡調整会議等）を目指すこととし、町内会

の具体的な組織体制や移行時期については各地

区移転後の平成２６年６月末を目途に検討する。 

 

⑶ 公園・緑地・集会所の管理等に関すること 

①公園・緑地等に関する具体的な管理方法、体制等 

公園・緑地等に関する具体的な管理方法等につ

いては、下記に示す管理区分を基本に、各地区で

協議を行い検討する。 

 

②集会所の使い方、管理体制等 

集会所の使い方及び管理体制等については、管

理費用負担を平準化する観点から６地区全体で

行うこととし、具体的な管理体制や使い方につい

ては、各地区代表者による協議で決定する。 

 

⑷ 安心安全に関すること 

避難のルール等については、玉浦西地区内に防

災機能を付加する（仮称）中集会所及び公園等を

有することから、指定避難所を踏まえた避難経路

等の検討も含め、移転後に市防災課の指導・助言

を受けながら地域の中で検討する。 

 

⑸ シンボルに関すること 

①地区全体のシンボルの内容、設置場所等 

地区全体のシンボルについては、下記案を参考

に、各地区で検討を行うとともに設置場所につい

ては、シンボルの内容が決まった段階で、市で調

整を行う。 

 

②各地区のシンボルの内容、設置場所等 

各地区のシンボル及び設置場所は、下記のよう

に決定した。 
相野釜 

サンシュユ 
緑道内（A ゾーン） 

藤曽根 
ソネノキ（アカシデ） 

東公園内 

  

二野倉 
サルスベリ 

緑道内（Dゾーン） 

長谷釜 
イチョウ 
西公園内 

  

蒲崎 
ツゲ 

中公園内 

新浜 
キンモクセイ 

東公園内 

  

 

３ その他の課題に関する検討 

⑴地区内施設等に関すること 

①各地区の生垣の樹種 

生垣の樹種については、下記の候補が選定され

た。なお、最終的な樹種の決定については、引き

続き各地区において検討する。 

地区名 樹種候補 

相野釜 キンメツゲ 

藤曽根・二野倉 キンメツゲ、ベニバナトキワマンサク 

長谷釜 キンメツゲ 

蒲崎 キンメツゲ 

新浜 キンメツゲ 

 

②ごみ置場、バス停留所の設置場所 

ごみ置場やバス停留所の位置については、下記

のとおりとする。なお、ごみ置場の屋根やネット、

・石碑 
・モニュメント
・時計台 
・松  
・鐘、ベル 
・大きく目立つもの 
・上記案の組み合わせ 
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鍵の設置などについては、市の補助制度も活用し

ながら、地区ごとに検討する。 

 

③健幸地区を目指した地区内施設、設備の内容 

健幸地区を目指した地区内施設、設備の内容に

ついては、下記の案を基に具体的にどのようなこ

とを導入していくのか、今後６地区全体で検討を

進めることとした。 

 

 

⑵ 地区内交流に関すること 

農業との具体的な連携方策、連携内容等の地区

内交流については、下記の案を基に６地区全体で

検討を進めることとした。 

①農業との具体的な連携方策、連携内容等 

 

②まつり、イベント、復興祭等地区行事に関する内容等 

 
③地元団体等の具体的な活用方策 

 

⑶ 今後、地区で原案を作成する検討課題 

以下の検討課題については、玉浦西地区への移

転後、早い段階で各地区又は地区全体で具体的な

内容の検討を行うこととした。 

分 類 検 討 課 題 

地区内交流に関する

こと 

• 町全体で進めていくまちづくりの

明確な目標など 

地区外交流施設（情

報発信）に関するこ

と 

• まちの「うんちく」づくり（有志） 

• 地区外の人々との具体的な連携方

策の内容 

• 玉浦西地区から情報発信していく

具体的な内容（公的情報以外） 

• 地区内商店街との連携 

安心安全に関するこ

と 

• 高齢者や子どもの見守り隊などに

ついて 

生垣の管理に関する

こと 

• 生垣の具体的な管理方法、体制等 

管理運営体制に関す

ること 

• 管理を行う組織（町内会、ＮＰＯ、

株式会社等）の検討 

まちづくりのルール

に関すること 

• その他のルールの内容に関する検

討 

公園の利用方法（ル

ール）に関すること 

• 公園の利用方法（ルール） 

 

４ 検討経過 
年 月 回 月日 検討内容 

25 

５ 19 5/15 

新たな地域づくり方策に関する検討課

題の抽出 

• 検討課題等提案アンケートのまとめ 

• 検討課題の優先順位の検討 

６ 

20 6/5 

新たな地域づくり方策に関する検討課

題の抽出 

• 検討課題ごとの検討主体とスケジュ

ール等の検討 

21 6/26 
検討課題の検討 

• 地区の名称の決め方等（手法の検討） 

７ 22 7/17 

検討課題の検討 

• 地区の名称の決め方等（手続の決定） 

• ごみ置場・バス停、電柱の設置箇所 

• 地区ごとの生垣の樹種選定に係る検

討状況 

• 町内会の組織体制等 

８ 

23 8/7 

検討課題の検討 

• 町内会の組織体制等 

• 地区全体のシンボル 

• 公園等の名称の決め方 

24 8/28 
検討課題の検討 

• 公園、緑道等の管理方法等 

９ 25 9/25 

検討課題の検討 

• 地区名称の候補の選出 

• 避難のルール等 

• 健幸地区を目指した地区内施設、設備

の内容 

• 農業との具体的な連携方法、連携内容

等 

• まつり、イベント、復興祭等地区行事

に関する内容等 

• 地元団体等の具体的な活用方策 

10 

26 10/9 
検討課題の検討 

最終報告書案の検討 

27 10/30 
地区名称の決定 

最終報告書案の検討 

11 28 11/25 
最終報告書を市長へ報告 

※新たな地域づくり方策の検討を含む 

 

• （仮称）貞山緑道や街区道路等を活用したウォーキ

ングコースによる健幸づくり 
• 集会所や街区公園を活用した子育て支援や高齢者

支援等の地域活動の展開による健幸づくり 
• 調整池併用公園を活用したイベントやスポーツ活

動の展開による健幸づくり 

• 独立した直売所の検討 
• スーパーと連携した直売の検討 
• 集会所や公園を活用した農産物のフリーマーケッ

トの検討 
• 地域イベントと連携した直売やフリーマーケット

の検討 

• 震災前のまつり、イベントなどの継承の検討 
• 玉浦西地区全体でのまつり、イベント、復興祭等の

検討 
• 近隣地区との交流 

• 既存の地元団体等との連携の検討 
• 新たな組織づくりの検討 
• 企業やＮＰＯ等との連携の検討 


